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制御棒駆動装置

原子炉容器上部ふた

制御棒クラスタ案内管

燃料集合体

炉内計装案内管

原子炉容器内構造図

図－２　大飯発電所３号機　原子炉容器上部ふた制御棒駆動装置取付管台の点検状況

温度計取付管台
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原子炉容器上部ふたの付着物状況図

原子炉容器上部ふた

制御棒駆動装置取付管台

漏えい跡
（ほう酸）

約183mm

溶接

約70mmφ

約102mmφ

(低合金鋼)

制御棒駆動装置
取付管台

制御棒駆動装置取付管台構造図

原子炉容器入口ノズル

原子炉容器出口ノズル

上部ふた管台配置図
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(600ニッケル基合金)

原子炉容器
上部ふた

ステンレス
オーバレイ
（内張り）

漏えい跡

67

67

付着物

サーマルスリーブ
（ステンレス鋼）

(600系ニッケル基合金)

空気抜き管

Ａ

Ｂ

約64mmφ

Ａ

図２-１



原子炉容器上部ふた概要図

Ｎｏ．４７管台

原子炉容器上部ふた

制御棒駆動装置

約2.3m

重量：約87t

約5.2m

サーマルスリーブ

調査のため
サーマルス
リーブ切断

No.47管台の漏えい部位の調査

溶接部

管台

溶接部の調査

②

① 管台部の調査

すき間

原子炉容器
上部ふた
母材部

原子炉容器
上部ふた

図２-２



溶接部

管台

①管台部の調査

管台母材部に
有意な信号指示なし

②溶接部の調査

ＵＴ

ＵＴ

原子炉容器
上部ふた
母材部

ヘリウムリークテスト上部ふた母材部に
有意な信号指示なし

ＰＴ
指示あり

溶接部

管台

ＵＴ

原子炉容器
上部ふた
母材部

ヘリウムリークテスト
検知せず

A

A

ヘリウムリークテスト
検知

A

A

ECＴ

溶接部金属部内で
有意な信号指示あり

ECＴ

管台母材部に
有意な信号指示なし

溶接部金属部内で
有意な信号指示あり

ヘリウムリークテスト

図２-３



スンプ観察結果

●１回目（手入れ０．５mm）：表層部 ●３回目（手入れ計３mm）：内面部

・結晶粒界に沿った直線的な形状 ・結晶粒界に沿った枝分かれの形状
・内面にいくほど長くなっている

漏えい箇所の特定調査結果

溶接部

管台

原子炉容器上部ふた

漏えい経路

漏えい

②

①

溶接部270゜付近の①溶接部表面部から②
溶接部上端部が、き裂の進展により貫通
し、③管台と上部ふたのすき間を通じて漏
えいしたものと推定

漏えい推定経路

溶接部
(600系ニッケル基合金)

スンプ観察の実施

約120mm

約102mmφ

270゜

0゜

180゜

管台
(600ニッケル基合金)

母材部

(低合金鋼)

約70mmφ 90゜

約14ｍｍ 約15ｍｍ

(下から見た図)

③

約1.2mm

約0.9mm
約0.7mm

約0.6mm

約
1.1mm

約1.0mm

約
1.7mm

約0.9mm

約1.2mm

約1.2mm

約1.3mm

約4.9mm

約0.6mm
約0.7mm

約2.5mm

図２-４



67

原子炉容器上部ふた

温度計取付管台

原子炉容器上部ふたの付着物状況図(No.67管台)

制御棒駆動装置取付管台

付着物

付着物

Ｂ

NO.67温度計取付管台の調査結果

平成3年の建設試運転時
での漏えい箇所

漏えいしたほう酸が十分
拭き取られず、漏えい跡
が残ったと考えられる

溶　　接

原子炉容器
上部ふた

下部シール部

約70mm

約10２mm

上部シール部

フランジ

管　　台

図２-５




